





City and Coal Mining


















































































































































































































































































































するためで、以来 27 年 11 月まで囚人は幌内炭鉱































































長の兼掌であった。3 月 5 日徳永幌内嚝長の幾春
別嚝巡視の際、飯場頭高田博司、白河部房次郎ら









広報第 41 号（明治 41 年 3 月）によれば、以下の
ようであった。「幌内暴動当時、嚝夫らの収入に
ついて炭礦側は、＜労働者の多くは採炭夫ニシテ、
彼等一日に日給は 1 円 20 銭なれば 1 か月の所得


















は 20 日位で、25 日も完全に入坑することは稀で、
その上、月 30 銭の積金があり、安全灯破壊には
1 個につき 16 銭の弁償があり、その他入坑スル
ニハコミッションを要するなどもあって、働き高




29）表 1・表 2。同盟罷業は賃金値上げ第 1 回交
渉、第 2 回交渉を経て、暴動へ移行する。「午後










































722 122.6 120.0 65.0 50.0
空知
1,622 97.1 105.5 47.3 73.3 36.9 51.7
幌内
1,548 100.0 125.4 36.6 61.9 58.1 42.8
幾春別
664 99.9 109.0 41.2 61.1 63.4 41.0











採 炭 夫 71.9
掘 夫 87.2
支 柱 夫 95.2 100.6
台 車 積 込 55.2 56.0
大 工 57.5 57.9
石炭硑運搬 50.2 60.0
材 料 運 搬 37.8 39.5
坑 内 雑 夫 43.0 40.0
坑 外 雑 夫 37.9 38.6
貯 炭 雑 夫 39.4 37.6









10 月 9 日札幌地方裁判所で開かれ、回を重ねる
こと 8 回、11 月 15 日判決をみた。・・・判決は
兇徒聚衆・放火及建物毀棄の罪により首魁山田友






重禁固 6 月監視 6 月、木村利八、田嶋市太郎には
各重禁固 2 月罰金 4 円、高綱春次、菊池要助、開
発豊蔵、小松田勇太郎、千葉政助の 5 名には各重













し、総建坪 213 坪余、247 坪余、115 坪余の 3 棟
があって、各棟の中央を土間とし、その左右を 8














































































































































































































































































































































て、明治 22 年 11 月 18 日呱々の聲を挙げたる當
社は、政府より拂下げを受けたる幌内炭山及び付











































治 21 年 2 月 23 日此旨を上申し、同年 3 月 16 日
附認可となりしを以って、村田堤に對し幌内鐡道














会社は、明治 22 年 11 月旧官営幌内炭礦・鉄道
（手宮～幌内間 62 マイル）の払下げと新線敷設、
新鑛開発（24 年から 25 年にかけて、岩見沢～空
知太間、砂川～歌志内間、岩見沢～室蘭間鉄道の
新設と、夕張、空知等四鑛の開発）のための資本












20 年 4 月と 21 年 3 月に幌内鉄道の運輸、石炭販
売と幾春別線補足工事は、村田堤、田中平八等の





























鉱開発のために 650 万円（鉄道部 500 万円、炭礦











































































































































































































































































































を中心にー」、新しい同史、第 15 巻、第 1 号、通




































































































































えば、明治 15 年を見ると産炭高 2,677 トン、年
末人員 291、死亡 4、逃亡Ⅰ、罹病者 1,492 であっ
たものが、明治 19 年には、産炭高 51,508 トン、
年末求人 2,003、死亡 84、逃亡Ⅰ、罹病者 48,835
となり、さらに、明治 23 年には、産炭高 121,332
トン、年末求人 3,048、死亡 106、逃亡 90、罹病
者 119,623 となっている。この各年の産炭高は北


























































































































対し、歳出は 384 億円。水道など他の会計から 3





















んですね。そこに 60 ～ 70 人の職員がいます。・・・
それから市立病院を 2 つ持って居るんですよ。こ

























額で 68 億円 4000 万円で、そのうち小樽市の起債




売り場面積が 9 万 8000 ㎡と、とにかく施設が大
きすぎますよね。・・・結局、倒産してしまった
ので、税金も払ってもらえていません。滞納額は













職不補充の自然減で 1997 年から 260 人へってい
るのに、さらに 100 人減らします。・・・給与は













費を 11 億 1000 万円、市民サービスなどを見直し










の不足が 22 億 6000 万円です。・・・今は昨年度
比 40 億円削減という目標に向かって行政改革を


































第 8 巻第 1 号、通巻第 37 号）
小樽駅編「小樽駅」1980 年






























と北海道鐡道」（新しい道史、第 6 巻、第 4 号、









Business, 2004 年 5 月 31 日号
山田操『京浜都市問題史』恒星社厚生閣、1981 年
山本順子「北海道における炭鉱労働事情と生活―明治
32 年～ 41 年の新聞記事を中心のして―」（新し
い道史、第 7 巻第 3 号、通巻第 33 号、1969 年
渡辺惣蔵『北海道社会運動史』レポート社、1966 年
Gu¨nter Wallraff ,,Ganz unten, Verlag Kiepenheuer & 
Witsch GmbH & Co. 1985= 1987 マサコシェーン
エッグ訳『最底辺』岩波書店 1987 年
Jane Jacobs, CITIES and THE WEALTH OF 







Stavenhagen R. Peasant Societies and Development 
1981=1981 山崎・原田・青木共訳『開発と農民社
会』岩波書店
注記　本文中炭鉱が、炭鉱・炭礦・岩砿・岩坑と記さ
れている。わずらわしい表記になったが引用文の
場合、出典に依拠して、それぞれ炭鉱・炭礦・岩
砿・岩坑を使用した。
